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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期

第３四半期連結
累計期間

第28期
第３四半期連結

累計期間
第27期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年12月31日

自　2021年４月１日
至　2021年12月31日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 （千円） 3,488,960 4,243,683 4,826,294

経常利益 （千円） 452,893 660,296 658,007

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 293,538 388,416 455,463

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 293,523 388,415 455,470

純資産額 （千円） 645,503 2,198,064 807,451

総資産額 （千円） 2,042,551 3,487,936 2,267,535

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 70.70 83.56 109.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － 71.63 －

自己資本比率 （％） 31.6 63.0 35.6

 

回次
第27期

第３四半期連結
会計期間

第28期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自　2020年10月１日
至　2020年12月31日

自　2021年10月１日
至　2021年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 26.88 29.75

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第27期及び第27期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式が存在するものの、当社株式は第27期まで非上場であり、期中平均株価が把握できませんので、記

載しておりません。

３．当社は、2021年４月７日に東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）及び、名古屋証券取引所第二部へ上場し

たため、第28期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新規上場日

から第28期第３四半期連結会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

４．当社は、2021年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益を算定しております。

５．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、「収益認

識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用してお

ります。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項(会計方針の変更)」に記載のとおりであ

ります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社グループ（当社及び連結子会社）の財政状態及び経営成績の状況の概略は

次のとおりであります。

①財政状態の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産合計は、3,487,936千円となり、前連結会計年度末に比べ

1,220,401千円増加いたしました。

これは主に、現金及び預金1,149,394千円が増加したことによるものであります。

 

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、1,289,871千円となり、前連結会計年度末に比べ170,212千

円減少いたしました。

これは主に、短期借入金50,000千円、社債45,000千円、長期借入金（1年内返済予定の長期借入金を含む）

99,172千円がそれぞれ減少したことによるものであります。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、2,198,064千円となり、前連結会計年度末に比べ

1,390,613千円増加いたしました。

これは主に、公募増資及び第三者割当増資の実施、ストックオプションの行使に伴い、資本金511,442千円、

資本剰余金511,442千円がそれぞれ増加したことによるものであります。

 

②経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の促進等、政策の

効果が景気の持ち直しに向けて期待されているものの、引き続き変異株による感染拡大の懸念もあり、先行きは依

然として不透明な状況であります。

一方、当社グループが属する情報・通信業種におきましては、企業のIT活用の深化や事業モデルの変革が進むこ

とでDX（デジタルトランスフォーメーション）への投資需要が高まっており、今後の市場成長が期待されておりま

す。

このような状況の中、当社グループは「テクノロジーで社会の課題を解決する」というミッションのもと、主に

SMS配信サービスと中古車販売事業者向けの業務支援サービスを主力事業として顧客の業務効率向上に資するサー

ビスの提供に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は4,243,683千円（前年同四半期比21.6％増）、営業利

益は636,923千円（同41.4％増）、経常利益は660,296千円（同45.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

388,416千円（同32.3％増）となりました。なお、セグメント別の経営成績につきましては次のとおりでありま

す。
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ａ．SMSソリューショングループ

国内の携帯電話事業者全キャリアと直接接続の契約を行い、法人向けにSMS配信サービス「メディアSMS」の提

供を行っております。

SMSが企業と顧客を繋ぐ新たなコミュニケーション手段として幅広い分野で活用されたことにより、メディア

SMS導入社数の増加に加えて、既存顧客によるSMS配信数も増加した結果、当第３四半期連結累計期間のSMSソ

リューショングループの売上高は2,338,132千円（同31.0％増）となり、セグメント利益は673,733千円（同

36.2％増）となりました。

 

ｂ．U-CARソリューショングループ

中古車販売業務支援クラウドサービス「symphony」を提供し、自動車アフターサービスに関連する事業者のビ

ジネスを支援しております。

新規支店の開設や営業社員の採用等、各種投資を行い営業基盤を強化しながらも、安定した利益率を維持した

結果、当第３四半期連結累計期間のU-CARソリューショングループの売上高は840,418千円（同15.3％増）とな

り、セグメント利益は229,717千円（同12.8％増）となりました。

 

ｃ．インターネットサービスグループ

他セグメントへのWEB集客支援を担っているほか、独自でも自動車WEBマガジンの運営や、中古車一括査定サー

ビスの提供を行っております。

2021年６月に実施されたGoogle検索アルゴリズムのコアアップデートの影響を受けた中古車一括査定サービス

の売上高減少分を、動画コンテンツの制作運用等に注力し補ったものの、収益構造の違いで利益率が低下した結

果、当第３四半期連結累計期間のインターネットサービスグループの売上高は187,534千円（同9.8％増）とな

り、セグメント損失は33,567千円（前年同四半期は32,252千円のセグメント損失）となりました。

 

ｄ．オートサービスグループ

事故で損害を受けた自動車の修理、代車貸出、レッカーのワンストップサービスの提供と、指定工場（中指第

6020号）にて自動車整備事業を行っております。

新型コロナウイルス感染症拡大による自動車事故件数減少の影響を受けるも、2020年４月に緊急事態宣言が最

初に発令された際と比較すると影響度は縮小した結果、当第３四半期連結累計期間のオートサービスグループの

売上高は877,598千円（前年同四半期比9.1％増）となり、セグメント利益は66,863千円（同62.7％増）となりま

した。

 

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,606,400

計 16,606,400

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,885,000 4,885,000

東京証券取引所

JASDAQ

（スタンダード）

名古屋証券取引所

（市場第二部）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。なお単

元株式数は100株で

あります。

計 4,885,000 4,885,000 － －

（注）１．2021年10月１日から2021年12月31日までの間に、新株予約権の権利行使により、発行済株式が96,000株増

加しております。

２．「提出日現在発行数」欄には、2022年２月１日からこの第３四半期報告書提出日までの新株予約権の行使

により発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

2021年10月１日～
2021年12月31日
（注）

96,000 4,885,000 6,000 611,442 6,000 575,474

（注）ストックオプションの行使による増加であります。

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2021年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,787,300 47,873 －

単元未満株式 普通株式 1,700 － －

発行済株式総数  4,789,000 － －

総株主の議決権  － 47,873 －

 

②【自己株式等】

　　該当事項はありません。

　　なお、当第３四半期会計期間末現在の自己株式数は36株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は0.00％

　となっております。

　　当該株式は、上記「発行済株式」の「単元未満株式」欄に含めております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,054,884 2,204,279

受取手形及び売掛金 475,919 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 507,660

商品及び製品 29,587 28,756

仕掛品 1,079 310

原材料及び貯蔵品 1,414 3,129

その他 65,261 87,975

貸倒引当金 △3,589 △3,962

流動資産合計 1,624,557 2,828,149

固定資産   

有形固定資産   

土地 158,429 158,429

その他（純額） 141,284 148,254

有形固定資産合計 299,713 306,683

無形固定資産   

ソフトウエア 121,573 103,827

その他 26,917 49,071

無形固定資産合計 148,490 152,898

投資その他の資産   

投資その他の資産 193,052 199,555

貸倒引当金 △1,169 △1,415

投資その他の資産合計 191,883 198,139

固定資産合計 640,087 657,722

繰延資産 2,890 2,064

資産合計 2,267,535 3,487,936
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 233,658 296,130

短期借入金 50,000 －

１年内償還予定の社債 70,000 70,000

１年内返済予定の長期借入金 118,844 96,608

未払法人税等 176,165 126,305

ポイント引当金 53,693 60,338

賞与引当金 10,454 16,845

その他 307,234 309,122

流動負債合計 1,020,049 975,350

固定負債   

社債 145,000 100,000

長期借入金 246,704 169,768

資産除去債務 25,245 25,883

その他 23,085 18,869

固定負債合計 440,034 314,520

負債合計 1,460,084 1,289,871

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 611,442

資本剰余金 39,020 550,462

利益剰余金 668,469 1,036,367

自己株式 － △167

株主資本合計 807,489 2,198,104

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △38 △39

その他の包括利益累計額合計 △38 △39

純資産合計 807,451 2,198,064

負債純資産合計 2,267,535 3,487,936
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 3,488,960 4,243,683

売上原価 1,589,417 1,951,703

売上総利益 1,899,542 2,291,980

販売費及び一般管理費 1,449,208 1,655,056

営業利益 450,334 636,923

営業外収益   

受取利息 12 5

受取配当金 5 307

受取家賃 5,410 5,416

固定資産売却益 1,493 1,172

保険解約返戻金 － 30,934

その他 3,624 2,870

営業外収益合計 10,546 40,707

営業外費用   

支払利息 3,659 2,310

賃貸収入原価 1,688 1,688

株式交付費 － 6,342

固定資産除却損 － 3,139

その他 2,639 3,854

営業外費用合計 7,987 17,334

経常利益 452,893 660,296

特別損失   

投資有価証券評価損 － ※ 33,072

特別損失合計 － 33,072

税金等調整前四半期純利益 452,893 627,224

法人税等 159,355 238,807

四半期純利益 293,538 388,416

親会社株主に帰属する四半期純利益 293,538 388,416
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 293,538 388,416

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △15 △0

その他の包括利益合計 △15 △0

四半期包括利益 293,523 388,415

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 293,523 388,415
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、新規契約時に顧客から支払いを受ける初期費用について一時点で売上を計上しておりましたが、一定の期間

にわたって計上する方法に変更等しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、収益認識会計基準等の適用による、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微でありま

す。また、利益剰余金の当期首残高は20,519千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法による組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が四半

期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　当社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

 

（追加情報）

当第３四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りの仮定に重

要な変更はありません。しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は不確定要素が多く、2022年

３月期以降の当社グループの財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　投資有価証券評価損

前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

当社連結子会社が保有する「その他有価証券」に区分される有価証券のうち期末における時価が取得価額

に比べ著しく下落したものについて、減損処理を実施したものです。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

減価償却費 62,601千円 63,288千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2020年６月29日開催の定時株主総会決議に基づき、同日付で剰余金の処分を実施しました。その結

果、当第３四半期連結累計期間において、資本剰余金が304,517千円減少し、利益剰余金が304,517千円増加し

ており、当第３四半期連結会計期間末において、資本剰余金が39,020千円、利益剰余金が506,544千円となっ

ております。

 

Ⅱ当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．株主資本の金額の著しい変動

2021年４月６日を払込期日とする公募による新株式の発行により、当第３四半期連結累計期間において資本

金及び資本剰余金がそれぞれ276,000千円増加しております。

さらに、2021年４月26日を払込期日とするオーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当によ

る新株式の発行により、当第３四半期連結累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ211,692千円増

加しております。

その結果、新株予約権（ストックオプション）の行使による増加を含めて、当第３四半期連結累計期間にお

いて、資本金が511,442千円、資本剰余金が511,442千円増加しており、当第３四半期連結会計期間末におい

て、資本金が611,442千円、資本剰余金が550,462千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 

SMS
ソリュー
ション
グループ

U-CAR
ソリュー
ション
グループ

インター
ネット
サービス
グループ

オート
サービス
グループ

計

売上高        

外部顧客への売上高 1,785,116 728,900 170,766 804,177 3,488,960 － 3,488,960

セグメント間の内部売上高

又は振替高
10,294 － 31,651 － 41,945 △41,945 －

計 1,795,410 728,900 202,417 804,177 3,530,905 △41,945 3,488,960

セグメント利益又は損失（△） 494,762 203,661 △32,252 41,103 707,274 △256,940 450,334

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△256,940千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及

びセグメント間取引消去となります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 

SMS
ソリュー
ション
グループ

U-CAR
ソリュー
ション
グループ

インター
ネット
サービス
グループ

オート
サービス
グループ

計

売上高        

顧客との契約から生じる収益 2,338,132 840,418 187,534 679,902 4,045,987 － 4,045,987

その他の収益 － － － 197,696 197,696 － 197,696

外部顧客への売上高 2,338,132 840,418 187,534 877,598 4,243,683 － 4,243,683

セグメント間の内部売上高

又は振替高
15,094 － 38,512 － 53,607 △53,607 －

計 2,353,227 840,418 226,047 877,598 4,297,291 △53,607 4,243,683

セグメント利益又は損失（△） 673,733 229,717 △33,567 66,863 936,746 △299,822 636,923

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△299,822千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及

びセグメント間取引消去となります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

(1)１株当たり四半期純利益 70.70円 83.56円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 293,538 388,416

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
293,538 388,416

普通株式の期中平均株式数（株） 4,151,600 4,648,458

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円 71.63円

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

　（千円）
－ －

　普通株式増加数（株） － 774,066

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

（注）１．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在するもの

の、当社株式は前連結会計年度まで非上場であり、期中平均株価が把握できませんので、記載しておりませ

ん。

２．当社は、2021年４月７日に東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）及び、名古屋証券取引所第二部へ上場した

ため、当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新規上場日から当第

３四半期連結会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

３．当社は、2021年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益を算定しております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年２月14日

 

株式会社ファブリカコミュニケーションズ

取　締　役　会　御　中

 

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

名古屋事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川　原　光　爵

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平　岩　修　一

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファブ

リカコミュニケーションズの2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2021年

10月１日から2021年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファブリカコミュニケーションズ及び連結子会社の2021年12

月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　 上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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